
 

 

 

 

 

 

分類体系を考えることは図書館の基礎です 

６月１７日に第２期五所川原市子ども司書養成講座

の第２回の講義が行われました。今回のテーマは図書館

の本の分類法である「日本十進分類法（ＮＤＣ）」です。

まず本屋さんの本と図書館の本の違いや図書館で本が

貸出されるまでにどのようなことをしているのかを学

びました。次に、図書館の分類、ＮＤＣについて学びま

した。ＮＤＣとは

何か、どんなもの

なのか説明を受け

た後に実際にＮＤＣから本を探してみたり、図書館の本を

ＮＤＣで分類してみたりしました。 

分類を学んだ受講生は「大変だったけどがんばって出来

た」、「難しかった」、「第二次区分表をがんばっておぼえよ

う」と感じたようです。 

次回は、「レファレンス」について学びます。 
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第２回目にして図書館の基礎となる分類について学びました。難しかったようですが、

本を探したり分類してみたりすることで少しでも理解してもらえたらうれしいです。 

第３回 ７月１日（土） 

レファレンスって 

なあに？ 

 

1910年 6月 17日は津軽三味

線を全国に広めた第一人者

である初代高橋竹山さんが

生まれた日です。 

伊藤忠吉記念図書館には津軽

三味線の本がたくさん！ 
「きょうはこんな日３６５」より 

も 司 新 
書 

展示「第１期五所川原子ども司書が 

おすすめします」のお知らせ 

 

期間：６月３０日(金)まで 

場所：市立図書館児童室かべぎわ 

 

第１期五所川原子ども司書の荒関優花さんと其

田磨究さん（金木小）は学校でも子ども司書として

活動しています。ふたりが友だちやみなさんにおす

すめしたい本を選びました。 


